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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの一般管理ファイルと、プレイリストディレクトリと、クリップ情報デ
ィレクトリと、ストリームディレクトリと、バックアップ用ディレクトリとを格納する記
録領域を含み、
　前記ストリームディレクトリは、データのストリームファイルを少なくとも一つ含み、
　前記プレイリストディレクトリは、少なくとも一つのプレイリストファイルを含み、
　前記クリップ情報ディレクトリは、少なくとも一つのクリップ情報ファイルを含み、
　前記一般管理ファイルは、前記少なくとも一つのプレイリストファイルの再生を管理す
るためのものであり、
　前記プレイリストファイル及び前記クリップ情報ファイルは、前記ストリームディレク
トリ内の前記データの再生を管理するためのものであり、
　前記バックアップ用ディレクトリは、前記少なくとも一つの一般管理ファイルの複製、
前記プレイリストディレクトリの複製及び前記クリップ情報ディレクトリの複製を含み、
前記ストリームディレクトリの複製を含まず、
　前記少なくとも一つのプレイリストファイルは、前記ストリームディレクトリ内の前記
データを再生するための前記少なくとも一つのストリームファイルの開始時間Ｉｎ－Ｔｉ
ｍｅ及び終了時間Ｏｕｔ－Ｔｉｍｅを指示するタイム情報を提供する
　記録媒体であって、
　前記記録媒体は、光記録媒体であり、前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記プ
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レイリストディレクトリ及び前記クリップ情報ディレクトリは、前記光ディスク上におい
て前記記録領域の内周部に格納され、前記バックアップ用ディレクトリは前記光ディスク
上において前記記録領域の外周部に格納されることを特徴とする記録媒体。
【請求項２】
　前記記録領域は、前記一般管理ファイルとしてインデックスファイル及びムービーオブ
ジェクトファイルを含み、前記インデックスファイルは、前記ストリームディレクトリ内
のデータの再生を選択するためのメニューを提供し、前記ムービーオブジェクトファイル
は、メニュー選択の少なくとも一つを前記プレイリストディレクトリ内のプレイリストフ
ァイルにリンクすることを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項３】
　前記少なくとも一つのクリップ情報ファイルは、前記タイム情報を前記ストリームディ
レクトリ内の前記データのストリームアドレス情報にマッピングするためのマップを提供
することを特徴とする請求項２に記載の記録媒体。
【請求項４】
　前記タイム情報は、プレゼンテーションタイムスタンプとして与えられる開始時間及び
終了時間であり、前記マップは、前記ストリームディレクトリ内の前記データを形成する
ソースパケットのソースパケットナンバーにプレゼンテーションタイムスタンプをマッピ
ングすることを特徴とする請求項３に記載の記録媒体。
【請求項５】
　前記ストリームディレクトリ内の前記データは、少なくともビデオデータを含むことを
特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項６】
　前記プレイリストファイル及び前記クリップ情報ファイルはそれぞれ同一ファイル名拡
張子を有することを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項７】
　前記バックアップ用ディレクトリのファイル構造は、そこに複製された前記前記少なく
とも一つの一般管理ファイル、前記プレイリストディレクトリ及び前記クリップ情報ディ
レクトリのファイル構造と同一であることを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項８】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記プレイリストディレクトリ及び前記クリ
ップ情報ディレクトリ内でデータが消去された場合、前記バックアップディレクトリ内の
対応するバックアップのデータが消去されることを特徴とする請求項１に記載の記録媒体
。
【請求項９】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイル、及び前記プレイリストディレクトリ及び前記
クリップ情報ディレクトリ内の少なくとも一つのファイルは、前記バックアップディレク
トリ内の対応するバックアップファイルのファイル名及びファイル名拡張子と同じファイ
ル名及びファイル名拡張子を有することを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項１０】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイルと、前記プレイリストディレクトリと、前記ク
リップ情報ディレクトリと、前記ストリームディレクトリと、前記バックアップ用ディレ
クトリは、同じディレクトリ内に形成されることを特徴とする請求項７に記載の記録媒体
。
【請求項１１】
　少なくとも一つの一般管理ファイル、プレイリストディレクトリ、及びクリップ情報デ
ィレクトリを再生する第１再生段階であって、
　　前記プレイリストディレクトリは、少なくとも一つのプレイリストファイルを含み、
　　前記クリップ情報ディレクトリは、少なくとも一つのクリップ情報ファイルを含み、
　　前記一般管理ファイルは、少なくとも一つのプレイリストファイルの再生を管理する
ためのものであり、



(3) JP 4719693 B2 2011.7.6

10

20

30

40

50

　　前記プレイリストファイル及び前記クリップ情報ファイルは、記録媒体上に記録され
たストリームディレクトリの少なくとも一つのストリームファイル内のデータの再生を管
理するためのものである、第１再生段階と、
　前記第１再生段階で再生されたファイルに欠陥があるときに、前記記録媒体上に記録さ
れたバックアップ用ディレクトリから少なくとも一つのバックアップファイルを再生する
第２再生段階であって、
　　前記バックアップ用ディレクトリは、前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記
プレイリストディレクトリ及び前記クリップ情報ディレクトリの複製を含み、前記ストリ
ームディレクトリの複製を含まない、第２再生段階とを含み、
　前記少なくとも一つのプレイリストファイルは、前記ストリームディレクトリ内の前記
データを再生するための前記少なくとも一つのストリームファイルの開始時間Ｉｎ－Ｔｉ
ｍｅ及び終了時間Ｏｕｔ－Ｔｉｍｅを指示するタイム情報を提供し、
　前記記録媒体は、光記録媒体であり、前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記プ
レイリストディレクトリ及び前記クリップ情報ディレクトリは、前記光ディスク上におい
て前記記録領域の内周部に格納され、前記バックアップ用ディレクトリは前記光ディスク
上において前記記録領域の外周部に格納されていることを特徴とするデータ構造再生方法
。
【請求項１２】
　記録領域は、前記一般管理ファイルとしてインデックスファイル及びムービーオブジェ
クトファイルを含み、前記インデックスファイルは、前記ストリームディレクトリ内のデ
ータの再生を選択するためのメニューを提供し、前記ムービーオブジェクトファイルは、
メニュー選択の少なくとも一つを前記プレイリストディレクトリ内のプレイリストファイ
ルにリンクすることを特徴とする請求項１１に記載のデータ構造再生方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも一つのクリップ情報ファイルは、前記タイム情報を前記ストリームディ
レクトリ内の前記データのストリームアドレス情報にマッピングするためのマップを提供
することを特徴とする請求項１２に記載のデータ構造再生方法。
【請求項１４】
　前記タイム情報は、プレゼンテーションタイムスタンプとして与えられる開始時間及び
終了時間であり、前記マップは、前記ストリームディレクトリ内の前記データを形成する
ソースパケットのソースパケットナンバーにプレゼンテーションタイムスタンプをマッピ
ングすることを特徴とする請求項１３に記載のデータ構造再生方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記プレイリストディレクトリ及び前記クリ
ップ情報ディレクトリ内でデータが消去された場合、前記バックアップディレクトリ内の
対応するバックアップのデータが消去されることを特徴とする請求項１１に記載のデータ
構造再生方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイル、及び前記プレイリストディレクトリ及び前記
クリップ情報ディレクトリ内の少なくとも一つのファイルは、前記バックアップディレク
トリ内の対応するバックアップファイルのファイル名及びファイル名拡張子と同じファイ
ル名及びファイル名拡張子を有することを特徴とする請求項１１に記載のデータ構造再生
方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイルと、前記プレイリストディレクトリと、前記ク
リップ情報ディレクトリと、前記ストリームディレクトリと、前記バックアップ用ディレ
クトリは、同じディレクトリ内に形成されることを特徴とする請求項１５に記載のデータ
構造再生方法。
【請求項１８】
　記録媒体上に少なくとも一つの一般管理ファイル、プレイリストディレクトリ、クリッ



(4) JP 4719693 B2 2011.7.6

10

20

30

40

50

プ情報ディレクトリ、ストリームディレクトリ、及びバックアップ用ディレクトリを記録
する段階を備え、
　前記ストリームディレクトリは、データのストリームファイルを少なくとも一つ含み、
　前記プレイリストディレクトリは、少なくとも一つのプレイリストファイルを含み、
　前記クリップ情報ディレクトリは、少なくとも一つのクリップ情報ファイルを含み、
　前記一般管理ファイルは、前記少なくとも一つのプレイリストファイルの再生を管理す
るためのものであり、
　前記プレイリストファイル及び前記クリップ情報ファイルは、前記ストリームディレク
トリ内の前記データの再生を管理するためのものであり、
　前記バックアップ用ディレクトリは、前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記プ
レイリストディレクトリの複製及び前記クリップ情報ディレクトリの複製を含み、前記ス
トリームディレクトリの複製を含まず、
　前記記録媒体は、光記録媒体であり、前記記録する段階は、前記少なくとも一つの一般
管理ファイル、前記プレイリストディレクトリ及び前記クリップ情報ディレクトリを、前
記光ディスク上において前記記録領域の内周部に記録し、前記バックアップ用ディレクト
リを前記光ディスク上において前記記録領域の外周部に記録する段階であることを特徴と
するデータ構造記録方法。
【請求項１９】
　記録領域は、前記一般管理ファイルとしてインデックスファイル及びムービーオブジェ
クトファイルを含み、前記インデックスファイルは、前記ストリームディレクトリ内のデ
ータの再生を選択するためのメニューを提供し、前記ムービーオブジェクトファイルは、
メニュー選択の少なくとも一つを前記プレイリストディレクトリ内のプレイリストファイ
ルにリンクすることを特徴とする請求項１８に記載のデータ構造記録方法。
【請求項２０】
　前記少なくとも一つのクリップ情報ファイルは、前記タイム情報を前記ストリームディ
レクトリ内の前記データのストリームアドレス情報にマッピングするためのマップを提供
することを特徴とする請求項１９に記載のデータ構造記録方法。
【請求項２１】
　前記タイム情報は、プレゼンテーションタイムスタンプとして与えられる開始時間及び
終了時間であり、前記マップは、前記ストリームディレクトリ内の前記データを形成する
ソースパケットのソースパケットナンバーにプレゼンテーションタイムスタンプをマッピ
ングすることを特徴とする請求項２０に記載のデータ構造記録方法。
【請求項２２】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記プレイリストディレクトリ及び前記クリ
ップ情報ディレクトリ内でデータが消去された場合、前記バックアップディレクトリ内の
対応するバックアップのデータが消去されることを特徴とする請求項１８に記載のデータ
構造記録方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイル、及び前記プレイリストディレクトリ及び前記
クリップ情報ディレクトリ内の少なくとも一つのファイルは、前記バックアップディレク
トリ内の対応するバックアップファイルのファイル名及びファイル名拡張子と同じファイ
ル名及びファイル名拡張子を有することを特徴とする請求項１８に記載のデータ構造記録
方法。
【請求項２４】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイルと、前記プレイリストディレクトリと、前記ク
リップ情報ディレクトリと、前記ストリームディレクトリと、前記バックアップ用ディレ
クトリは、同じディレクトリ内に形成されることを特徴とする請求項２２に記載のデータ
構造記録方法。
【請求項２５】
　記録媒体上に記録されたデータを再生するように構成された再生ユニットと、
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　少なくとも一つの一般管理ファイル、プレイリストディレクトリ、及びクリップ情報デ
ィレクトリの第１の再生のために前記再生ユニットを制御するように構成された制御部で
あって、
　　前記プレイリストディレクトリは、少なくとも一つのプレイリストファイルを含み、
　　前記クリップ情報ディレクトリは、少なくとも一つのクリップ情報ファイルを含み、
　　前記少なくとも一つの一般管理ファイルは、前記少なくとも一つのプレイリストファ
イルの再生を管理するためのものであり、
　　前記プレイリストファイル及び前記クリップ情報ファイルは、前記記録媒体上に記録
されたストリームディレクトリの少なくとも一つのストリームファイル内のデータの再生
を管理するためのものである、制御部と
　を備えたデータ構造再生装置であって、
　前記制御部は、前記第１の再生で再生されたファイルに欠陥があるときに、前記記録媒
体上に記録されたバックアップ用ディレクトリからの少なくとも一つのバックアップファ
イルの第２の再生のために前記再生ユニットを制御するように構成され、
　　前記バックアップ用ディレクトリは、前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記
プレイリストディレクトリ及び前記クリップ情報ディレクトリの複製を含み、前記ストリ
ームディレクトリの複製を含まず、
　前記少なくとも一つのプレイリストファイルは、前記ストリームディレクトリ内の前記
データを再生するための前記少なくとも一つのストリームファイルの開始時間Ｉｎ－Ｔｉ
ｍｅ及び終了時間Ｏｕｔ－Ｔｉｍｅを指示するタイム情報を提供し、
　前記記録媒体は、光記録媒体であり、前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記プ
レイリストディレクトリ及び前記クリップ情報ディレクトリは、前記光ディスク上におい
て記録領域の内周部に格納され、前記バックアップ用ディレクトリは前記光ディスク上に
おいて前記記録領域の外周部に格納されていることを特徴とするデータ構造再生装置。
【請求項２６】
　記録領域は、前記一般管理ファイルとしてインデックスファイル及びムービーオブジェ
クトファイルを含み、前記インデックスファイルは、前記ストリームディレクトリ内のデ
ータの再生を選択するためのメニューを提供し、前記ムービーオブジェクトファイルは、
メニュー選択の少なくとも一つを前記プレイリストディレクトリ内のプレイリストファイ
ルにリンクすることを特徴とする請求項２５に記載のデータ構造再生装置。
【請求項２７】
　前記少なくとも一つのクリップ情報ファイルは、前記タイム情報を前記ストリームディ
レクトリ内の前記データのストリームアドレス情報にマッピングするためのマップを提供
することを特徴とする請求項２６に記載のデータ構造再生装置。
【請求項２８】
　前記タイム情報は、プレゼンテーションタイムスタンプとして与えられる開始時間及び
終了時間であり、前記マップは、前記ストリームディレクトリ内の前記データを形成する
ソースパケットのソースパケットナンバーにプレゼンテーションタイムスタンプをマッピ
ングすることを特徴とする請求項２７に記載のデータ構造再生装置。
【請求項２９】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記プレイリストディレクトリ及び前記クリ
ップ情報ディレクトリ内でデータが消去された場合、前記バックアップディレクトリ内の
対応するバックアップのデータが消去されることを特徴とする請求項２５に記載のデータ
構造再生装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイル、及び前記プレイリストディレクトリ及び前記
クリップ情報ディレクトリ内の少なくとも一つのファイルは、前記バックアップディレク
トリ内の対応するバックアップファイルのファイル名及びファイル名拡張子と同じファイ
ル名及びファイル名拡張子を有することを特徴とする請求項２５に記載のデータ構造再生
装置。
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【請求項３１】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイルと、前記プレイリストディレクトリと、前記ク
リップ情報ディレクトリと、前記ストリームディレクトリと、前記バックアップ用ディレ
クトリは、同じディレクトリ内に形成されることを特徴とする請求項２９に記載のデータ
構造再生装置。
【請求項３２】
　記録媒体上にデータを記録するように構成された記録ユニットと、
　前記記録媒体上に少なくとも一つの一般管理情報ファイル、プレイリストディレクトリ
、クリップ情報ディレクトリ、ストリームディレクトリ及びバックアップ用ディレクトリ
を記録するために前記記録ユニットを制御するように構成された制御部であって、
　　前記ストリームディレクトリは、データのストリームファイルを少なくとも一つ含み
、
　　前記プレイリストディレクトリは、少なくとも一つのプレイリストファイルを含み、
　　前記クリップ情報ディレクトリは、少なくとも一つのクリップ情報ファイルを含み、
　　前記一般管理ファイルは、前記少なくとも一つのプレイリストファイルの再生を管理
するためのものであり、
　　前記プレイリストファイル及び前記クリップ情報ファイルは、前記ストリームディレ
クトリ内の前記データの再生を管理するためのものであり、
　　前記バックアップ用ディレクトリは、前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記
プレイリストディレクトリ及び前記クリップ情報ディレクトリの複製を含み、前記ストリ
ームディレクトリの複製を含まず、
　　前記少なくとも一つのプレイリストファイルは、前記ストリームディレクトリ内の前
記データを再生するための前記少なくとも一つのストリームファイルの開始時間Ｉｎ－Ｔ
ｉｍｅ及び終了時間Ｏｕｔ－Ｔｉｍｅを指示するタイム情報を含む、制御部と
　を備え、
　前記記録媒体は光記録媒体であり、前記制御部は、前記少なくとも一つの一般管理ファ
イル、前記プレイリストディレクトリ及び前記クリップ情報ディレクトリを、前記光ディ
スク上において記録領域の内周部に記録し、前記バックアップ用ディレクトリを前記光デ
ィスク上において前記記録領域の外周部に記録するように、前記記録ユニットを制御する
ように構成されたことを特徴とするデータ構造記録装置。
【請求項３３】
　記録領域は、前記一般管理ファイルとしてインデックスファイル及びムービーオブジェ
クトファイルを含み、前記インデックスファイルは、前記ストリームディレクトリ内のデ
ータの再生を選択するためのメニューを提供し、前記ムービーオブジェクトファイルは、
メニュー選択の少なくとも一つを前記プレイリストディレクトリ内のプレイリストファイ
ルにリンクすることを特徴とする請求項３２に記載のデータ構造記録装置。
【請求項３４】
　前記少なくとも一つのクリップ情報ファイルは、前記タイム情報を前記ストリームディ
レクトリ内の前記データのストリームアドレス情報にマッピングするためのマップを提供
することを特徴とする請求項３３に記載のデータ構造記録装置。
【請求項３５】
　前記タイム情報は、プレゼンテーションタイムスタンプとして与えられる開始時間及び
終了時間であり、前記マップは、前記ストリームディレクトリ内の前記データを形成する
ソースパケットのソースパケットナンバーにプレゼンテーションタイムスタンプをマッピ
ングすることを特徴とする請求項３４に記載のデータ構造記録装置。
【請求項３６】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイル、前記プレイリストディレクトリ及び前記クリ
ップ情報ディレクトリ内でデータが消去された場合、前記バックアップディレクトリ内の
対応するバックアップのデータが消去されることを特徴とする請求項３２に記載のデータ
構造記録装置。
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【請求項３７】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイル、及び前記プレイリストディレクトリ及び前記
クリップ情報ディレクトリ内の少なくとも一つのファイルは、前記バックアップディレク
トリ内の対応するバックアップファイルのファイル名及びファイル名拡張子と同じファイ
ル名及びファイル名拡張子を有することを特徴とする請求項３２に記載のデータ構造記録
装置。
【請求項３８】
　前記少なくとも一つの一般管理ファイルと、前記プレイリストディレクトリと、前記ク
リップ情報ディレクトリと、前記ストリームディレクトリと、前記バックアップ用ディレ
クトリは、同じディレクトリ内に形成されることを特徴とする請求項３６に記載のデータ
構造記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、読み取り専用ブルーレイディスク(ＢＤ－ＲＯＭ)のような高密度記録媒体に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　光記録媒体として光ディスクが広く使われている。最近では、これら光ディスクのなか
でも、大容量の高鮮明映像及びオーディオデータを記録保存するブルーレイディスク(Blu
-ray Disc、以下「ＢＤ」ともいう。)のような新しい高密度光記録媒体(ＨＤ－ＤＶＤ)が
開発されている。
【０００３】
　現在、次世代ＨＤ－ＤＶＤ技術である国際規格技術仕様のブルーレイディスク（ＢＤ）
は、既存ＤＶＤをはるかに凌駕するデータの量を保存できる次世代光記録ソリューション
として制定されている。
【０００４】
　これと関連し、ブルーレイディスク（ＢＤ）規格のための光再生装置の開発が始まって
いるが、ブルーレイディスク（ＢＤ）規格がまだ完成しておらず、このため、完全な光再
生装置の開発には難題がある。
【０００５】
　特に、ブルーレイディスク（ＢＤ）からデータを效果的に再生するために、管理ファイ
ルのような情報のためのデータ構造の規格化したファイルが要求される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、既存のブルーレイディスク（ＢＤ）規格では、ファイル情報の構造及び
使用についての確立した規格がまだ完成しておらず、ブルーレイディスクＢＤ光再生装置
の開発に制限が多い。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明による記録媒体は、管理ファイルをバックアップするためのデータ構造を含む。
【０００８】
　一実施例において、記録媒体は、記録媒体からのデータの再生を管理する管理ファイル
とバックアップ用ディレクトリとを格納する。バックアップ用ディレクトリは、それぞれ
のバックアップファイルとして各管理ファイルの複製を含む。
【０００９】
　他の実施例において、記録媒体は、データベース及びバックアップ用ディレクトリを格
納する。データベースは、少なくとも一つのデータベースファイルを有する少なくとも一
つのディレクトリを含む。それぞれのデータベースファイルは、記録媒体に記録されたデ
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ータの再生を直接的または間接的に管理するためのものである。バックアップ用ディレク
トリは、データベースの複製を含む。
【００１０】
　例えば、データベースは、一般管理ファイルとしてインデックスファイル及びムービー
オブジェクトファイルを含むことができる。インデックスファイルは、ストリームディレ
クトリ内のデータの再生を選択するためのメニューを提供し、ムービーオブジェクトファ
イルは、プレイリストファイルに少なくとも一つのメニュー選択をリンクする。
【００１１】
　他の例として、データベースは、プレイリストディレクトリとクリップ情報ディレクト
リを含むことができる。プレイリストディレクトリは、ストリームディレクトリ内のデー
タを再生するための時間間隔を指示するタイム情報を提供する少なくとも一つのプレイリ
ストファイルを含み、クリップ情報ディレクトリは、タイム情報をストリームディレクト
リ内のデータのストリームアドレス情報にマッピングするためのマップを提供する少なく
とも一つのクリップ情報ファイルを含む。
【００１２】
　一実施例において、データベース及びバックアップ用ディレクトリのデータベースの複
製は、同じファイル構造を有する。
【００１３】
　他の実施例において、記録媒体は光ディスクであり、データベースはディスクの内周部
に格納され、バックアップ用ディレクトリはディスクの外周部に格納される。
【００１４】
　他の実施例において、記録媒体は、少なくとも一つの一般管理ファイルと、プレイリス
トディレクトリと、クリップ情報ディレクトリと、ストリームディレクトリと、バックア
ップ用ディレクトリとを格納する。ストリームディレクトリは、データのストリームファ
イルを少なくとも一つ含む。プレイリストディレクトリは、少なくとも一つのプレイリス
トファイルを含み、クリップ情報ディレクトリは、少なくとも一つのクリップ情報ファイ
ルを含む。一般管理ファイルは、少なくとも一つのプレイリストファイルの再生を管理す
るためのものであり、プレイリストファイル及びクリップ情報ファイルは、ストリームデ
ィレクトリ内の一つのストリームファイルの少なくとも一部の再生を管理するためのもの
である。バックアップ用ディレクトリは、それぞれの一般管理ファイル、プレイリストデ
ィレクトリ及びクリップ情報ディレクトリの複製を含む。
【００１５】
　少なくとも一つの実施例において、バックアップ用ディレクトリは、ストリームディレ
クトリの複製を含まない。
【００１６】
　一実施例において、一般管理ファイルとしてインデックスファイル及びムービーオブジ
ェクトファイルを含むことができる。インデックスファイルは、ストリームディレクトリ
内のデータの再生を選択するためのメニューを提供し、ムービーオブジェクトファイルは
、プレイリストファイルに少なくとも一つのメニュー選択をリンクする。
【００１７】
　他の実施例において、プレイリストファイルは、ストリームディレクトリ内のデータを
再生するための時間間隔を指示するタイム情報を提供し、クリップ情報ディレクトリは、
タイム情報をストリームディレクトリ内のデータのストリームアドレス情報にマッピング
するためのマップを提供する。
【００１８】
　他の実施例において、記録媒体は光ディスクであり、管理ファイルはディスクの内周部
に格納され、バックアップ用ディレクトリはディスクの外周部に格納される。
【００１９】
　本発明は、本発明によるデータ構造を再生及び記録するための装置と方法をさらに提供
する。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施例について詳細に説明する。本発明に使用され
た用語は、可能な限り現在公知の用語から選定したが、一部は出願人によって任意に選定
されたものもあり、その意味は、本発明の詳細な説明の関連部分において説明される。し
たがって、本発明は、本明細書で提供された用語の意味として理解すべきである。
【００２１】
　したがって、本発明において「ストリームファイル」は、記録媒体内に記録された実際
のユーザーデータを有するファイルを意味し、その一例について図１を参照して詳細に説
明する。
【００２２】
　また、本発明において「バックアップファイル（back-up file）」は、管理ファイルの
データを格納するためのファイルを意味し、その一例については、図３を参照して詳細に
説明する。
【００２３】
　図１は、本発明の例示的な実施例による高密度光記録媒体においてデータを管理するた
めのファイルまたはデータ構造を示す図である。本発明の本実施例および他の実施例では
、高密度光記録媒体として、光ディスク、特にＢＤ－ＲＯＭを使用する。図示のように、
本発明の一実施例によるＢＤ－ＲＯＭのファイル構造において、一つのルートディレクト
リ（root directory）の下には少なくとも一つのＢＤＭＶディレクトリが存在する。ＢＤ
ＭＶディレクトリは、ユーザーとの相互作用性（interactivity）を確保するための一般
ファイル（上位ファイル）として、以下説明されるインデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂ
ｄｍｖとオブジェクトファイルＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖとを含む。また、ＢＤ
ＭＶディレクトリは、ストリームディレクトリＳＴＲＥＡＭ、プレイリストディレクトリ
ＰＬＡＹＬＩＳＴ及びクリップインフォディレクトリＣＬＩＰＩＮＦを含む。
【００２４】
　ストリームディレクトリＳＴＲＥＡＭは、ディスクに特定フォーマットで記録されるビ
デオ及びオーディオストリーム（以下、「ＡＶストリーム」）に対するファイルを含む。
「ＡＶストリーム」は、公知のＭＰＥＧ２方式のトランスポート（Transport）パケット
として記録され、ＡＶストリームファイル（例えば、０１０００．ｍ２ｔｓ，０２０００
．ｍ２ｔｓ）は、「＊．ｍ２ｔｓ」のファイル名拡張子を有する。しかしながら、使用例
によってはＭＰＥＧ２フォーマットで記録されないこともある。この場合、該当フォーマ
ットに適合するファイル名拡張子が使用されることができる。例えば、ＡＶストリームフ
ァイルがテキストデータフォーマットで記録された場合、ファイル拡張名は「＊．ｔｘｔ
」でありうる。ＡＶストリームファイルは、「クリップストリームファイル（clip strea
m file）」とも呼ばれる。
【００２５】
　クリップインフォ（または、クリップ情報）ディレクトリＣＬＩＰＩＮＦは、それぞれ
ＡＶストリームファイルと一対一対応するクリップ情報ファイルまたはクリップインフォ
ファイル（＊．ｃｌｐｉ）を含む。クリップインフォファイル（＊．ｃｌｐｉ）は、対応
するストリームファイルの属性情報及びタイム情報（timing information）を有し、管理
ファイルの役割を担う。より具体的には、クリップインフォファイル中の情報は、該当Ａ
Ｖストリームファイルにおいてソースパケットのソースパケットナンバー（ＳＰＮ：Sour
ce Packet Number）に、プレゼンテーションタイムスタンプ（ＰＴＳ：Presentation Tim
e Stamp）をマッピングできるマッピング情報を含む。このマップをエントリーポイント
マップ（Entry Point Map）または「ＥＰ＿ｍａｐ」という。ストリームファイルと、こ
れに対応するクリップインフォファイルを総称して「クリップ（clip）」ともいう。した
がって、クリップインフォディレクトリＣＬＩＰＩＮＦ内のファイル「０１０００．ｃｌ
ｐｉ」は、ストリームディレクトリＳＴＲＥＡＭ内のファイル「０１０００．ｍ２ｔｓ」
に対する属性情報及びタイム情報を有し、ファイル「０１０００．ｃｌｐｉ」と「０１０
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００．ｍ２ｔｓ」が一つのクリップを構成する。
【００２６】
　プレイリストディレクトリＰＬＡＹＬＩＳＴは、プレイリストファイル＊．ｍｐｌｓを
含み、それぞれのプレイリストファイルは、特定クリップの再生時間（playing interval
）を指定するプレイアイテムＰｌａｙＩｔｅｍを少なくとも一つ有する。プレイアイテム
ＰｌａｙＩｔｅｍは、再生を希望する特定クリップの再生開始時刻Ｉｎ－Ｔｉｍｅと再生
終了時刻Ｏｕｔ－Ｔｉｍｅに関するタイム情報を含み、Ｃｌｉｐ＿Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ＿Ｆｉｌｅ＿ｎａｍｅフィールドにクリップ情報ファイル名を提供することによって、
クリップを識別する。開始時刻Ｉｎ－Ｔｉｍｅと終了時刻Ｏｕｔ－Ｔｉｍｅ情報のＰＴＳ
情報を用いることによって、識別されたクリップインフォファイルのＥＰマップは、プレ
イアイテムの再生によってクリップが再生されるように該当ストリームファイル（＊．ｍ
２ｔｓ）の特定ストリームアドレスまたは位置（例えば、ＳＰＮ）がサーチされて得られ
るようにする。
【００２７】
　プレイリストファイル＊．ｍｐｌｓは、少なくとも一つのプレイアイテムＰｌａｙＩｔ
ｅｍを提供することによって、希望するクリップを再生するための基本管理ファイルとし
て作用する。また、プレイリストファイル＊．ｍｐｌｓは、プレイアイテムＰｌａｙＩｔ
ｅｍと同期したり非同期する方式で再生されることができる、例えば補充データの再生を
管理するためのサブプレイアイテムＳｕｂＰｌａｙＩｔｅｍを提供できる。ＢＤディレク
トリＢＤＭＶには、ユーザーとの相互作用性（interactivity）を確保するための一般フ
ァイルとして、インデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂｄｍｖとオブジェクトファイルＭｏ
ｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖがある。インデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂｄｍｖは、
ユーザーが選択できるメニュー情報とタイトル情報を提供するインデックステーブルを有
する。ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖは、例えばプレイリストを実行するためのナビ
ゲーション命令を提供し、インデックステーブルにおいてなされた選択から呼び出される
ことができる。
【００２８】
　上述の如く、ストリームディレクトリＳＴＲＥＡＭ内のファイルを除くその他のファイ
ルは、例えば、ストリームディレクトリＳＴＲＥＡＭからファイルまたはファイルの一部
を再生するための管理ファイルである。後述するが、これらファイル（例えば、ｉｎｄｅ
ｘ．ｂｄｍｖファイル、ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖファイル、プレイリストファ
イル、クリップ情報ファイル）をデータベースファイルまたはナビゲーションファイルと
いい、ｉｎｄｅｘ．ｂｄｍｖファイル、ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖファイル、プ
レイリストディレクトリＰＬＡＹＬＩＳＴ及びクリップインフォディレクトリ（ＣＬＩＰ
ＩＮＯ）を総称してデータベースまたはナビゲーションデータベースという。
【００２９】
　仮に、管理ファイルに欠陥（defect）が生じると、情報（例えば、ＡＶストリームデー
タ）は再生できなくなり、欠陥が深刻な場合には、全体ディスクから情報が再生できなく
なる場合もありうる。そこで、図１に示すように、本発明は、管理ファイルを格納するた
めのバックアップ用ディレクトリまたはファイル（back-up directory or files）を構成
する。以下、バックアップファイルのためのデータ構造及びバックアップファイル構成方
法の多様な実施例について詳細に説明する。まず、これらのデータ構造を格納する光ディ
スクのためのフォーマットの例示的な実施例を、図２Ａ及び図２Ｂを参照して説明する。
【００３０】
　図２Ａにおいて、ディスクボリュームは、ディスクの内周からディスクの外周の順に、
ファイルシステム情報領域（File System Information Area）と、管理ファイル領域と、
ＡＶストリーム領域（AV stream Area）と、管理ファイルバックアップ領域（Management
 File Back-Up Area）とで構成されている。ファイルシステム情報領域は、図９Ａ及び図
９Ｂを参照して後述するが、全体ディスクを管理するためのシステム情報を格納する。管
理ファイル領域（Management File Area）は、インデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂｄｍ
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ｖ及びオブジェクトファイルＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖを記録するための一般フ
ァイル領域（General Files area）と、プレイリストディレクトリＰＬＡＹＬＩＳＴ及び
クリップインフォディレクトリＣＬＩＰＩＮＦを記録するためのプレイリスト及びクリッ
プ情報領域（PlayList & ClipInformation area）とを含む。したがって、管理ファイル
領域は、データベース領域（Database Area）とも称することができる。ＡＶストリーム
領域（AV stream Area）は、オーディオ／ビデオ／グラフィックデータを記録するために
ある。
【００３１】
　既存の管理ファイルと別に割り当てられる管理ファイルバックアップ領域（「Manageme
nt Files Back-up Area」）は、バックアップファイル及び／またはディレクトリを記録
するためのものである。本実施例において、ファイルバックアップ領域は、ディスクの外
周部に配置される。
【００３２】
　図２Ｂは、ディスクフォーマットの他の実施例を示す図である。図示のように、図２Ｂ
の実施例は、管理ファイルバックアップ領域がディスク内周部に構成された以外は、図２
Ａと同様に構成される。より具体的には、管理ファイルバックアップ領域は、管理ファイ
ル領域に後続する。しかしながら、本実施例の場合にも、バックアップファイルは、ディ
スク上において管理ファイルと同一の記録領域に記録されない。したがって、管理ファイ
ルデータを格納するための管理ファイルデータ及びバックアップファイルデータは、一つ
のＥＣＣブロックでない別のＥＣＣブロックに記録される。これによって、特定管理ファ
イルのＥＣＣブロックに欠陥が生じる場合、バックアップファイルを用いた正常再生が可
能になる。
【００３３】
　これから分かるように、バックアップファイルは、管理ファイルをバックアップするた
めの用途にのみ使用され、全ての管理ファイルについて適用できる。すなわち、バックア
ップファイルは、特定管理ファイルに限定されず、光ディスク上の全ての管理ファイルに
ついて形成されることができる。バックアップファイルは、元来の管理ファイル領域と物
理的に区分された領域に記録される。特に、同一ＥＣＣブロックには、管理ファイルのデ
ータとバックアップファイルのデータが同時に記録されない。
【００３４】
　以下、図３乃至図７を参照して、バックアップファイルを形成する種々の方法と、バッ
クアップファイルのための種々のデータ構造について説明する。
【００３５】
　図３は、本発明の第１実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイル
を示す図である。図示のように、本実施例において、対応する管理ファイルの複製である
それぞれのバックアップファイルは、対応する管理ファイルとして同じディレクトリに格
納される。これと関連して、該当バックアップファイル名を提供すべく、既存管理ファイ
ルの拡張子に「＿ｂｕｐ」を追加した。例えば、インデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂｄ
ｍｖのバックアップファイルは、「ｉｎｄｅｘ．ｂｄｍｖ＿ｂｕｐ」となる。ただし、こ
のような命名方法は一例に過ぎず、他の命名方法も可能であることは自明である。
【００３６】
　上述したように、バックアップファイルは、別のバックアップファイル用ディレクトリ
を形成せず、それぞれの管理ファイルの位置しているディレクトリ内に形成される。した
がって、インデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂｄｍｖとオブジェクトファイルＭｏｖｉｅ
Ｏｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖは、ＢＤＭＶディレクトリ内の管理ファイルであり、バックアッ
プファイルである「ｉｎｄｅｘ．ｂｄｍｖ＿ｂｕｐ」と「ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄ
ｍｖ＿ｂｕｐ」が、同一ＢＤＭＶディレクトリ内に形成される。同様に、プレイリストフ
ァイル「＊．ｍｐｌｓ」のバックアップファイル「＊．ｍｐｌｓ＿ｂｕｐ」も同一プレイ
リストディレクトリＰＬＡＹＬＩＳＴ内に形成され、クリップインフォファイル「＊．ｃ
ｌｐｉ」のバックアップファイル「＊．ｃｌｐｉ＿ｂｕｐ」も同一クリップインフォディ
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レクトリＣＬＩＰＩＮＦに形成される。また、ストリームディレクトリＳＴＲＥＡＭ内の
ストリームファイル「＊．ｍ２ｔｓ」については、管理ファイルでないがためにバックア
ップファイルが形成されない。
【００３７】
　参考のため、バックアップファイル＊．＊＿ｂｕｐが対応する管理ファイルまたはデー
タベースファイルと同一ディレクトリに形成されても、これは単にファイル構造の関係で
あり、バックアップファイルを格納するディスク領域は、図２Ａ及び図２Ｂに示す通りで
ある。
【００３８】
　したがって、第１実施例によれば、（例えば、図１０に示すような）光記録再生装置は
、管理ファイルの欠陥有無によらず同一ディレクトリに存在する管理ファイルとバックア
ップファイルを共に再生することによって、ディスクをより安定的に再生する。
【００３９】
　図４は、本発明の第２実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイル
を示す図である。図示のように、上位管理ファイル、すなわちｉｎｄｅｘ．ｂｄｍｖ及び
ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖは同一ＢＤＭＶディレクトリに形成される。しかし、
その他管理ファイルに対するバックアップファイルは、別のそれぞれのバックアップファ
イル用ディレクトリに記録される。別のバックアップファイルディレクトリはそれぞれ、
バックアッププレイリストディレクトリＰＬＡＹＬＩＳＴ＿ＢＵＰと、バックアップクリ
ップインフォディレクトリＣＬＩＰＩＮＦ＿ＢＵＰと称される。
【００４０】
　すなわち、上位管理ファイルｉｎｄｅｘ．ｂｄｍｖ，ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍ
ｖは、別のバックアップファイル用ディレクトリを形成しないため、ＢＤＭＶディレクト
リ内のインデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂｄｍｖとオブジェクトファイルＭｏｖｉｅＯ
ｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖに対するバックアップファイルとして「ｉｎｄｅｘ．ｂｄｍｖ＿ｂ
ｕｐ」と「ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖ＿ｂｕｐ」がＢＤＭＶディレクトリに形成
される。一方、プレイリストファイル「＊．ｍｐｌｓ」とクリップインフォファイル「＊
．ｃｌｐｉ」に対するバックアップファイルは、別のバックアップ用ディレクトリである
「ＰＬＡＹＬＩＳＴ＿ＢＵＰ」と「ＣＬＩＰＩＮＦ＿ＢＵＰ」に記録される。これと関連
して、ディレクトリ自体がバックアップ用ディレクトリとして適切に識別されるので、バ
ックアップ用ディレクトリ内のバックアップファイルは、内部のファイルをバックアップ
ファイルとして識別するために「＿ｂｕｐ」または別の命名方法を含んでも含まなくても
良い。
【００４１】
　したがって、本発明の第２実施例によれば、光記録再生装置（例えば、図１０の装置）
は、上位管理ファイルの欠陥有無によらずＢＤＭＶディレクトリ内に存在する上位管理フ
ァイル（例えば、ｉｎｄｅｘ，ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）及び関連バックアップファイル
を再生する。しかしながら、光記録再生装置は、管理ファイルディレクトリに欠陥がない
場合、その関連バックアップファイルを再生しなく、それ自身のディレクトリ内の管理フ
ァイル（例えば、プレイリストファイル＊．ｍｐｌｓとクリップインフォファイル＊．ｃ
ｌｐｉ）を再生する。管理ファイルディレクトリ（例えば、ＰＬＡＹＬＩＳＴ＿ＢＵＰ、
ＣＬＩＰＩＮＦ）に欠陥が発生する場合、関連バックアップ用ディレクトリ（例えば、Ｐ
ＬＡＹＬＩＳＴ＿ＢＵＰ、ＣＬＩＰＩＮＦ＿ＢＵＰ）に記録されたバックアップファイル
が使用される。
【００４２】
　図５は、本発明の第３実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイル
を示す図である。図５の実施例は、別の「ＢＤＭＶ＿Ｔｏｐ＿ＢＵＰ」ディレクトリがＢ
ＤＭＶディレクトリに存在し、インデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂｄｍｖとオブジェク
トファイルＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖに対するバックアップファイルが直接ＢＤ
ＭＶディレクトリに記録される代わり、「ＢＤＭＶ＿Ｔｏｐ＿ＢＵＰ」ディレクトリに記
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録されるという点を除けば、図４に示す実施例と同様である。これと関連して、ディレク
トリ自体がバックアップ用ディレクトリとして適切に識別されるので、バックアップ用デ
ィレクトリ内のバックアップファイルは、内部のファイルをバックアップファイルとして
識別するために「＿ｂｕｐ」または別の命名方法を含んでも含まなくても良い。
【００４３】
　したがって、本発明の第３実施例によれば、光記録再生装置（例えば、図１０の装置）
は、既存ＢＤＭＶディレクトリ、プレイリストディレクトリＰＬＡＹＬＩＳＴ及びクリッ
プインフォディレクトリＣＬＩＰＩＮＦ内の管理ファイルを使用するが、これらディレク
トリに欠陥が発生すると、以降関連バックアップ用ディレクトリとして「ＰＬＡＹＬＩＳ
Ｔ＿ＢＵＰ」、「ＣＬＩＰＩＮＦ＿ＢＵＰ」、「ＢＤＭＶ＿Ｔｏｐ＿ＢＵＰ」が使用され
る。例えば、既存インデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂｄｍｖに欠陥がある場合、ＢＤＭ
Ｖ＿Ｔｏｐ＿ＢＵＰバックアップ用ディレクトリが、ＢＤＭＶ＿Ｔｏｐ＿ＢＵＰディレク
トリ内のバックアップインデックスファイルを用いてそのディスクを再生するために活用
される。
【００４４】
　図６は、本発明の第４実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイル
を示す図である。本実施例において、ＢＤＭＶディレクトリには、バックアップ用ディレ
クトリ 「ＢＡＣＫ＿ＵＰ」が形成される。バックアップ用ディレクトリＢＡＣＫ＿ＵＰ
は、それぞれの管理ファイルに対するバックアップファイルを含む。
【００４５】
　すなわち、本明細書中でデータベースと称される、その内部に管理ファイルのみを有す
る既存ＢＤＭＶディレクトリの一部、すなわちストリームディレクトリＳＴＲＥＡＭ以外
の部分がバックアップ用ディレクトリＢＡＣＫ＿ＵＰに複製される。したがって、バック
アップ用ディレクトリＢＡＣＫ＿ＵＰ（または、バックアップ用データベースディレクト
リ）は、インデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂｄｍｖと、オブジェクトファイルＭｏｖｉ
ｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖと、プレイリストファイル「＊．ｍｐｌｓ」と、クリップイン
フォファイル「＊．ｃｌｐｉ」のようなデータベースファイルを含む。図６に示すように
、プレイリストファイル及びクリップインフォファイルは、バックアップ用ディレクトリ
ＢＡＣＫ＿ＵＰにおいてそれぞれのプレイリストディレクトリＰＬＡＹＬＩＳＴとクリッ
プインフォディレクトリＣＬＩＰＩＮＦに記録される。このような方式で、バックアップ
用ディレクトリＢＡＣＫ＿ＵＰはデータベースを複製する。
【００４６】
　したがって、本発明の第４実施例によれば、光記録再生装置（例えば、図１０の装置）
は、既存ＢＤＭＶディレクトリ内の各管理ファイルのいずれか一つでも欠陥が発生すると
、ＢＤＭＶディレクトリの代わりにバックアップ用ディレクトリＢＡＣＫ＿ＵＰ内のバッ
クアップ管理ファイルを用いてディスクを再生させる。
【００４７】
　図７は、本発明の第４実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイル
を示す図である。本実施例は、バックアップ用ディレクトリがＢＤＭＶ＿ＢＵＰと呼ばれ
、ＢＤＭＶディレクトリでなくルート（root）ディレクトリ内に直接格納されるという点
を除けば、図６の実施例と同一である。
【００４８】
　すなわち、ＢＤ－ＲＯＭのルートディレクトリｒｏｏｔは、二つの下位ディレクトリを
備え、一つは既存管理ファイル及びストリームファイル＊．ｍ２ｔｓを有するＢＤＭＶデ
ィレクトリであり、もう一つはＢＤＭＶディレクトリ内の管理ファイルのみをバックアッ
プするＢＤＭＶ＿ＢＵＰディレクトリである。
【００４９】
　これによれば、ＢＤＭＶ＿ＢＵＰディレクトリは、上位管理ファイルのバックアップと
して記録されたインデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂｄｍｖとオブジェクトファイルＭｏ
ｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖを有し、また、下位ディレクトリとしてプレイリストディ
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レクトリＰＬＡＹＬＩＳＴ及びクリップインフォディレクトリＣＬＩＰＩＮＦを有する。
これら下位ディレクトリには、バックアッププレイリストファイル＊．ｍｐｌｓ及びクリ
ップインフォファイル＊．ｃｌｐｉが記録される。
【００５０】
　したがって、本発明の第５実施例によれば、光記録再生装置（例えば、図１０の装置）
は、ルートディレクトリ下の既存ＢＤＭＶディレクトリの管理ファイルを用いてディスク
再生に活用する。しかしながら、ＢＤＭＶディレクトリ内の管理ファイルのいずれか一つ
にも欠陥が発生すると、ディスクはルートディレクトリ下のＤＢＭＶ＿ＢＵＰディレクト
リ内のバックアップ管理ファイルを用いて再生される。
【００５１】
　図８は、本発明の第６実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイル
を示す図である。以前の実施例は、光記録媒体をＢＤ－ＲＯＭとして説明したが、本実施
例は、光記録媒体をＢＤ－ＲＥとして説明する。
【００５２】
　図示のように、ＢＤ－ＲＥのルートディレクトリは、複数のＢＤＡＶディレクトリを有
することができ、それぞれのＢＤＡＶディレクトリは、上位管理ファイルとして「ｉｎｆ
ｏ．ｂｄａｖ」、「ｍｅｎｕ．＊」、「ｍａｒｋ．＊」ファイルを有する。また、それぞ
れのＢＤＡＶディレクトリは、ストリームディレクトリＳＴＲＥＡＭ、プレイリストディ
レクトリＰＬＡＹＬＩＳＴ及びクリップインフォディレクトリＣＬＩＰＩＮＦを含み、プ
レイリストディレクトリとクリップインフォディレクトリＣＬＩＰＩＮＦは、ストリーム
ディレクトリＳＴＲＥＡＭ内のストリームファイルを管理するための管理ファイルを記録
するためのものである。
【００５３】
　したがって、以前の実施例は、例示的な記録媒体をＢＤ－ＲＯＭとしたが、これら実施
例もＢＤ－ＲＥのような他の光記録媒体にも適用可能であることは自明である。図８は、
こういう適用例を概略的に示す。さらに、本発明のバックアップファイルを有するファイ
ル構造は、例えば追記型ブルーレイディスク（ＢＤ－ＷＯ）にも適用可能である。
【００５４】
　図９Ａ及び図９Ｂは、本発明によるファイル構造を有する管理ファイル及びバックアッ
プファイルを管理するためのファイルシステム情報（File system Information）を記録
し再生するためのデータ構造及びその方法を示す図である。
【００５５】
　図９Ａは、本発明の実施例によるファイルシステム情報を説明するためにツリー（tree
）形態の第３実施例（図５）によるファイル構造を示している。図９Ａにおいて、円はデ
ィレクトリ（Directory）を意味し、長方形はディレクトリ内のファイルを意味し、陰影
のある円と長方形はバックアップ用ディレクトリまたはバックアップファイルを意味し、
陰影のない円と長方形は非バックアップ用ディレクトリ及び非バックアップファイルを意
味し、ディレクトリとファイルには識別のために一連の番号が与えられている。
【００５６】
　したがって、一連の番号「８」は、「ＰＬＡＹＬＩＳＴ＿ＢＵＰ」ディレクトリであり
、一連の番号５のＰＬＡＹＬＩＳＴディレクトリに対するバックアップ用ディレクトリで
あることを意味する。一連の番号「９」は、ＣＬＩＰＩＮＦ＿ＢＵＰディレクトリであり
、一連の番号６のＣＬＩＰＩＮＦディレクトリに対するバックアップ用ディレクトリであ
ることを意味する。一連の番号１０は、ＢＤＭＶ＿Ｔｏｐ＿ＢＵＰディレクトリであり、
それぞれ一連の番号３及び４のインデックスファイルｉｎｄｅｘ.ｂｄｍｖとオブジェク
トファイルＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖのバックアップファイルを格納するために
別に生成されたバックアップ用ディレクトリを意味する。
【００５７】
　バックアップ用ディレクトリは、バックアップファイルを有する。例えば、ＰＬＡＹＬ
ＩＳＴ＿ＢＵＰディレクトリ８は、プレイリストファイル＊．ｍｐｌｓ　１１，１２，１
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３のバックアップファイル１８，１９，２０を有し、ＣＬＩＰＩＮＦ＿ＢＵＰディレクト
リ９は、クリップインフォファイル＊．ｃｌｐｉ　１４，１５のバックアップファイル２
１，２２を有し、「ＢＤＭＶ＿Ｔｏｐ＿ＢＵＰ」ディレクトリ１０は、インデックスファ
イルｉｎｄｅｘ.ｂｄｍｖ　３とオブジェクトファイルＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍ
ｖ　４のバックアップファイル２３，２４を有する。
【００５８】
　図９Ｂは、図９Ａのファイル構造におけるそれぞれのファイルのファイル情報を記録す
るファイルテーブルを示すもので、このファイルテーブルは、図２Ａまたは図２Ｂに示す
ファイルシステム情報領域（Filesystem Information Area）に記録されたファイルシス
テム情報の一部である。ディスクがローディングされると、光記録再生装置（例えば、図
１０の装置）は、ファイルシステム情報領域（Filesystem Information Area）内のファ
イルシステム情報を読み出すことによって、そのディスクに記録されたファイルの種類と
記録位置を読み出す。図９Ｂに示すファイルテーブルは、ファイルテーブルヘッダ情報（
File Table Header）及び一連に配列されたそれぞれのファイルに対するファイル情報（
「ファイルレコード（File Record）」と称する）を有する。それぞれのファイルレコー
ドは、該当ファイルの名前（ファイル名）に対する情報（ファイル名レコード番号（File
 name record number））と、ファイル構造上のリンク情報として、親のファイルレコー
ドのファイル名レコード番号を提供する上位リンク（「親リンク（Parent Link）」と称
する）情報と、該当ファイルの種類を指示するファイルレコードタイプ及びファイル属性
を指示する属性情報と、を有する。この他にも、ファイルレコードは、規格に定義され、
そこに記録されることができる多様な種類の情報を有してもよいことは自明である。本説
明において、ファイル名レコード番号は、説明の目的上、図９Ａに使用された一連の識別
番号と同一である。
【００５９】
　特に、ファイルレコードタイプは、ファイルを４種類に仕分けする。「ＦｉｌｅＲｅｃ
ｏｒｄＴｙｐｅ＝１」の場合は原本ディレクトリであり、「ＦｉｌｅＲｅｃｏｒｄＴｙｐ
ｅ＝２」の場合は原本ファイルであり、「ＦｉｌｅＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ＝３」の場合は
バックアップ用ディレクトリであり、「ＦｉｌｅＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ＝４」の場合はバ
ックアップファイルである。これと関連して、「ＦｉｌｅＲｅｃｏｒｄＴｙｐｅ＝０」の
場合は、現在使用されないファイルレコード、すなわちファイルテーブル内のリザーブ（
reserved）領域である。
【００６０】
　したがって、光記録再生装置は、ファイルレコードタイプ情報を読み出すことによって
、該当ファイルの種類を識別できる。
【００６１】
　属性情報（Ａｔｔｒｉｂｕｔｅ）は、該当ファイルの多様な属性に対する情報である。
例えば、該当ファイルの隠し機能を行う「Ｈｉｄｄｅｎ」属性と、該当ファイル内に読み
取り禁止機能を行う「Ｒｅａｄｉｎｈｉｂｉｔ」属性が定義できる。それぞれの属性は１
ビットのフラグ（flag）で表示される。ファイルが属性を有する場合、フラグは「１ｂ」
と表示されるが、ファイルが属性を持たない場合、フラグは「０ｂ」と表示される。
【００６２】
　単なる説明の目的上、例えば、図９Ａにおけるディレクトリ「７」、「９」及びファイ
ル「１８」に対するファイルレコードを記録する方法について説明する。ディレクトリ「
７」の場合、親ディレクトリまたはファイルはＢＤＭＶディレクトリ２であるので、親リ
ンクは「ＰａｒｅｎｔＬｉｎｋ＝２」である。ディレクトリ「７」に対するファイルレコ
ードタイプは原本ディレクトリであるので、ファイルレコードタイプは「ＦｉｌｅＲｅｃ
ｏｒｄＴｙｐｅ＝１」となる。属性情報は、その設定が設計によって異なり、通常、隠し
機能のないディレクトリであることを意味する「Ｈｉｄｄｅｎ＝０ｂ」と設定されること
ができる。
【００６３】
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　ディレクトリ「９」の場合、親リンクはＢＤＭＶディレクトリ２であるので、親リンク
は「ＰａｒｅｎｔＬｉｎｋ＝２」である。ファイルレコードタイプはバックアップ用ディ
レクトリであるので、ファイルレコードタイプは「Ｆｉｌｅ Ｒｅｃｏｒｄ Ｔｙｐｅ＝３
」である。属性情報は、その設定が設計によって異なり、通常、隠し機能を有するディレ
クトリを意味する「Ｈｉｄｄｅｎ＝１ｂ」に設定されることができる。
【００６４】
　ファイル「１８」の場合、親リンクは「ＰＬＡＹＬＩＳＴ＿ＢＵＰ」ディレクトリ８で
あるので、親リンクは「ＰａｒｅｎｔＬｉｎｋ＝８」である。ファイルレコードタイプは
バックアップファイルであるので、ファイルレコードタイプは「ＦｉｌｅＲｅｃｏｒｄＴ
ｙｐｅ＝４」である。属性情報は、設定が設計によって異なり、通常、隠し機能を有する
ファイルを意味する「Ｈｉｄｄｅｎ＝１ｂ」に設定されることができる。
【００６５】
　すなわち、上記のようにファイルテーブルを形成することによって、バックアップファ
イルが存在する全体ファイル構造が明確に表示されることができ、ファイルレコードタイ
プ（File Record Type）情報によって、該当ファイルが元ファイルなのかバックアップフ
ァイルなのかに対する識別が可能になり、属性情報の隠し機能を用いてユーザーが該当フ
ァイルの存在有無を認識できなくすることによって、とりわけ、ユーザーがバックアップ
ファイルにアクセスしてバックアップファイルを削除する等の問題を防止する。
【００６６】
　図１０は、本発明の実施例による光記録再生装置を示す図である。図示のように、光記
録再生装置は、光ディスクからデータ及びファイル情報を読み出すためのピックアップ部
１１と、ピックアップ部１１の動作を制御するためのサーボ１４と、ピックアップ部１１
から受信した再生信号を希望する信号値に復元したり、記録される信号を光ディスクに記
録可能な信号に変調し、変調された信号をピックアップ部１１に伝達する信号処理部１３
と、光ディスクから読み出されたファイル情報を一時格納するメモリ１５と、上記動作を
制御するマイクロコンピュータ１６とを含む。これら構成要素を包括して「記録再生部２
０」ともいう。
【００６７】
　マイクロコンピュータ１６は、ファイル情報を読み出し、原本管理ファイル及びバック
アップファイルを仕分ける。特定管理ファイルに欠陥がある場合、マイクロコンピュータ
１６はファイル構造上欠陥のあるファイルのバックアップファイルを読み出し、ディスク
の再生を管理するためにバックアップファイルを使用する。
【００６８】
　図１０の装置は、制御部１２の制御によって信号処理部１３から出力データをデコーデ
ィングし、デコーディングされた信号をユーザーに提供するＡＶデコーダー１７をさらに
含む。ＡＶエンコーダー１８は、光ディスクに信号を記録すべく、制御部１２の制御の下
で入力信号を特定フォーマットの信号、例えばＭＰＥＧ２トランスポートストリームに変
換して記録再生部内の信号処理部１３に提供する。
【００６９】
　制御部１２は、全体光記録再生装置の動作を制御するための要素であり、ユーザーとの
インターフェースを介してユーザーから受信した入力によって光記録再生装置を制御する
役割を担う。制御部１２は、例えばユーザーの命令を記録再生部２０内のマイクロコンピ
ュータ１６に伝達する。特に、制御部１２は、ＢＤ－ＲＯＭにおいてバックアップファイ
ルの属性が 「Ｈｉｄｄｅｎ＝１ｂ」である場合、該当バックアップファイルにユーザー
がアクセスできないように制御し、ＢＤ－ＲＥ／ＢＤ－ＷＯにおいてバックアップファイ
ルの属性が 「Ｈｉｄｄｅｎ＝１ｂ」である場合、該当バックアップファイルにユーザー
がアクセスできないように制御する。ユーザーが特定原本ファイルを削除しようとする場
合には、該当バックアップファイルも一緒に削除されることによって、バックアップファ
イルのみ残される場合に生じうる再生エラーを未然に防止する。また、制御部１２は、デ
ィスク上に本発明のファイル構造を記録するように装置を制御することができる。
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【００７０】
　ディスクの再生を管理する管理ファイルのバックアップファイルによって管理ファイル
の安全性が改善されることによって、高密度記録媒体が效果的に再生可能になる。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　本発明を上記の限られた数の実施例に関連して説明したが、本開示内容の長所を理解で
きる技術分野における当業者には、種々の変更と修正が可能であろう。例えば、上記の種
々の例では、ブルーレイＲＯＭ光ディスクと関連して説明したが、本発明は、こうした規
格の光ディスクや光ディスクに制限されない。したがって、このような変更と改造はいず
れも本発明の要旨及び範囲に属するものとして解釈されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明の例示的な実施例による高密度光記録媒体（例えば、ＢＤ－ＲＯＭ）にお
いてデータを管理するためのファイルまたはデータ構造を示す図である。
【図２Ａ】本発明の例示的な実施例による高密度光記録媒体のフォーマットを示す図であ
る。
【図２Ｂ】本発明の例示的な実施例による高密度光記録媒体のフォーマットを示す図であ
る。
【図３】本発明の実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイルを示す
図である。
【図４】本発明の実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイルを示す
図である。
【図５】本発明の実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイルを示す
図である。
【図６】本発明の実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイルを示す
図である。
【図７】本発明の実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイルを示す
図である。
【図８】本発明の実施例によるバックアップファイルのデータ構造またはファイルを示す
図である。
【図９Ａ】本発明のファイル構造の実施例をツリー形状で示す図である。
【図９Ｂ】図９Ａの例において光ディスク上に記録されるファイルシステム情報を示す図
である。
【図１０】本発明の光記録再生装置の実施例を示す図である。
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【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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